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夏です。大好きな「水遊び」！（第一保育園にて）夏です。大好きな「水遊び」！（第一保育園にて）



平成22年８月19日発行（２）

本定例会では、土地開発公社の経営状況ほか１件の報告の後、条例案件５件、予算案件２件の計
７件を審議し、いずれも原案のとおり可決・承認しました。
また、最終日には追加案件として、佐伯雄幸議員ほか３人から「選択的夫婦別姓導入に慎重な対

応を求める意見書」が、長尾諭議員ほか３人から「永住外国人に対する地方参政権付与に慎重な対応
を求める意見書」が提出され、いずれも原案のとおり全会一致で可決しました。

６月定例会６月定例会６月定例会
（６月４日～11日まで）

条
　
例
　
案
　
件

予
　
算
　
案
　
件

報
　
告
　
案
　
件

▲
税
条
例
の
一
部
改
正
（
専

決
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正
で
す
。

主
な
内
容
は

・
子
ど
も
手
当
に
関
す
る
扶

養
控
除
の
見
直
し
に
伴

い
、
給
与
所
得
者
お
よ
び

公
的
年
金
受
給
者
か
ら
扶

養
控
除
（
親
族
）
申
告
書

の
提
出
を
義
務
付
け
。

・
65
歳
未
満
の
公
的
年
金
受

給
者
で
、
給
与
か
ら
の
特

別
徴
収
を
可
能
と
す
る
規

定
の
創
設
。

・
た
ば
こ
税
の
税
率
引
き
上

げ
に
伴
い
市
町
村
た
ば
こ

税
の
税
率
を
改
正
。
（
１

０
０
０
本
あ
た
り
１
３
２

０
円
の
引
き
上
げ
）

     

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

▲
中
部
圏
都
市
開
発
区
域
の

指
定
に
伴
う
固
定
資
産
税

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
（
専
決
）

工
業
生
産
設
備
の
新
設
ま

・
男
性
職
員
の
育
児
参
加
の

促
進
。

     

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

▲
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
う
改
正
で
す
。

主
な
内
容
は

育
児
休
業
以
外
の
両
立
支

援
制
度
の
拡
充
。

     

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

▲
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

６
４
９
万
円
を
減
額
し
、

総
額
を
36
億
８
６
４
９
万
円

と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は

県
補
助
事
業
の
追
加
と
、

介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
操

出
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

・（
緊
急
雇
用
）
企
業
情
報
等

作
成
事
業　

３
３
８
万
円

・
農
道
舗
装
工
事

　
　
　
　

 

２
８
７
万
円
増
額 

・
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出

金　
　
　
　

  

16
万
円
増
額

     

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

▲
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

１
２
７
万
円
を
増
額
し
、

総
額
を
７
億
５
７
１
８
万
円

と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
支
給
対
象
者
の
増
加

に
伴
い
、
法
定
割
合
に
応
じ

て
国
・
県
・
支
払
基
金
・
一

般
会
計
繰
入
金
・
基
金
繰
入

金
を
増
額
し
ま
し
た
。

     

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

▲
土
地
開
発
公
社
の
経
営
状

況地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
21
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
並
び
に
22
年
度
予
算
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

▲
21
年
度
一
般
会
計
繰
越
明

許
費
繰
越
計
算
書

21
年
度
一
般
会
計
予
算
の

た
は
増
設
し
た
者
に
係
る
固

定
資
産
税
の
特
例
措
置
に
つ

い
て
、
適
用
期
限
を
24
年
３

月
31
日
ま
で
延
長
し
ま
し
た
。

     

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

▲
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正
（
専
決
）

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に

伴
う
改
正
で
す
。

主
な
内
容
は

・
課
税
限
度
額
（
基
礎
課
税

額
３
万
円
、
高
齢
者
支
援

金
等
課
税
額
１
万
円
）
の

引
き
上
げ
。

・
応
益
割
軽
減
制
度
の
拡
充

（
７
割
・
５
割
・
２
割
軽

減
の
条
件
緩
和
）
。

・
非
自
発
的
失
業
者
の
前
年

給
与
所
得
を
１
０
０
分
の

30
と
し
て
計
算
す
る
軽
減

制
度
の
創
設
。

     

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

▲
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
に
伴
う
改
正
で
す
。

主
な
内
容
は

・
育
児
休
業
な
ど
の
取
得
・

継
続
要
件
の
緩
和
。



（３） か わ べ 議 会 報　 第12 4号

国は、選択的夫婦別姓制度の導入を柱とする民法改正に向けた取り組みを進めている。
しかし、以前から、女性の社会進出に伴う改姓の不利益や少子化による家名の存続を願う立場から、夫婦

別姓の利点が主張される中、法案提出が具体化するたびに見送られてきたのは、その利点以上に多くの問題
点があるためである。
古来より、わが国の伝統文化は、祖先を敬い、夫婦、親子の絆で結ばれ、ともに一体感を持つ家族制度を

基に築かれてきた。
何よりも夫婦別姓は家族別姓ということであり、それによってもたらされる事態に危惧の念を抱かざるを

得ない。現在、離婚など、家族の崩壊が問題視される中、夫婦別姓が導入されることになれば、この傾向を
一層助長するおそれがある。　
また、家族別姓の一番の被害者は子どもたちである。子どもの教育にとって何よりも大切なものは家族の

絆であり、一体感である。夫婦が同姓であることは、その一体感を醸成するために必要なものである。改姓
による不利益は旧姓を通称として使用することで回避が可能である。
よって、国におかれては、わが国の伝統文化を守り、安心安全の社会づくりを進めるため、家族のあり方

に重大な影響を及ぼし、わが国の将来に重大な禍根を残しかねない選択的夫婦別姓制度の導入については、
慎重に対応されるよう要望する。
以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

国においては、永住外国人への地方参政権の付与について、法制化を図るという動きが見られている。
先進８カ国（G８）を見ても、ロシアを除く７カ国は、国として永住外国人に地方参政権を付与していない。
日本国憲法は、第１５条において、「公務員を選定し、及びこれを罷免することは、国民固有の権利であ

る」と規定し、また、第９３条第２項において、「地方公共団体の長、その議会の議員及び法律の定めるその
他の吏員は、その地方公共団体の住民が、直接これを選挙する」と規定しており、さらに、同項中の「住民」
の解釈として、平成７年２月２８日の最高裁判所判例は、「住民とは地方公共団体の区域内に住所を有する日
本国民を意味するものと解するのが相当である」としていることから、日本国民ではない外国人に対し、地方
公共団体の議会の議員及び長の選挙権等を付与することは、憲法上問題があると言わざるを得ない。 
また、国籍法は、第４条において、「外国人は、帰化によって、日本の国籍を取得することができる」と規

定しており、永住外国人が憲法に基づく参政権を取得するためには、この国籍法に定める帰化によるべきもの
と考える。
よって、国におかれては、永住外国人への地方参政権付与については、慎重に対応するよう要望する。 
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

議
員
提
出
議
案

う
ち
、
次
に
掲
げ
る
事
業
に

つ
い
て
22
年
度
に
繰
り
越
し

た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

・
庁
舎
西
側
駐
輪
場
修
繕
事

業　
　
　
　

 

１
６
３
万
円

・
中
川
辺
駅
前
ト
イ
レ
新
設

事
業　
　
　

 

９
６
０
万
円

・
町
勢
要
覧
作
成
事
業　
　

　
　
　
　
　

 

３
６
８
万
円

・
子
ど
も
手
当
事
務
経
費　

　
　
　
　
　

 

１
３
７
万
円

・
飛
騨
川
橋
改
修
事
業　
　

　
　
　
　

 

１
９
８
０
万
円

・
町
道
比
久
見
幹
線
舗
装
修

繕
事
業　

 

４
０
０
０
万
円

・
町
道
湖
岸
線
改
良
事
業　

　
　
　
　

 

１
８
８
０
万
円

・
Ｊ
│
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
整
備
事

業　
　
　

 

２
６
０
３
万
円

・
中
央
公
民
館
テ
ラ
ス
改
修

事
業　
　
　

 

１
７
９
万
円

可
決
し
た
意
見
書
の
内
容

は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　平成２２年６月１１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県川辺町議会

提出先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣

　平成２２年６月１１日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜県川辺町議会

提出先　　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、法務大臣、外務大臣

選択的夫婦別姓導入に慎重な対応を求める意見書

永住外国人に対する地方参政権付与に慎重な対応を求める意見書



平成22年８月19日発行（４）

【
桜
井
真
茂 

議
員
】

親
子
教
室
運
営
事
業
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し

旧
下
麻
生
小
学
校
内
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
建
物
の

老
朽
化
に
伴
い
中
央
公
民
館

に
移
転
す
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。こ

の
教
室
は
、
子
ど
も
の

発
育
状
況
と
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
保

護
者
が
、
親
子
教
室
で
自
分

の
子
ど
も
を
見
て
、
考
え
、

将
来
子
ど
も
を
一
番
良
い
方

向
へ
導
か
せ
る
た
め
の
、
第

一
歩
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の

教
室
に
通
う
子
ど
も
さ
ん
が

小
学
校
に
入
る
と
き
、
普
通

教
室
で
学
ぶ
か
は
親
子
教
室

の
先
生
、
学
識
経
験
者
、
教

育
委
員
会
の
指
導
を
受
け
判

断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

町
長
は
、
あ
る
学
識
経
験

者
に
「
今
後
は
、
教
育
委
員

会
直
轄
で
運
営
し
て
い
く
。」

と
、
説
明
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
現
在
も
社
会
福
祉
協
議

会
が
運
営
し
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

親
子
教
室
が
中
央
公
民
館

の
中
で
運
営
さ
れ
れ
ば
、
職

員
が
常
に
子
ど
も
の
状
態
を

把
握
し
て
保
護
者
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、ま
た
、指

導
を
行
っ
て
い
れ
ば
適
切
な

道
は
開
か
れ
る
と
考
え
ま

す
。
美
濃
加
茂
市
内
で
特
別

支
援
学
校
が
建
設
中
と
い
う

現
状
も
含
め
、
教
育
委
員
会

の
考
え
は
。

【
町
　
長
】

８
年
か
ら
現
在
ま
で
、
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
知

的
障
が
い
、
肢
体
不
自
由
、

　

定
例
会
の
最
終
日
に
４
人
の
議
員
が
質
問
に

立
ち
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

   

質
問
と
答
弁
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

   

当
日
の
傍
聴
者
は
２
人
で
し
た
。

一般質問一般質問一般質問
そこが聞きたい！  知りたい！

親
子
教
室
運
営
事
業

に
つ
い
て

そ
の
子
に
と
っ
て

適
切
な
指
導
が
事
業

成
果
で
あ
り
検
討
す
る

難
聴
そ
の
他
の
障
が
い
を
有

す
る
児
童
を
対
象
に
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。　
　
　

　

教
育
委
員
会
直
轄
で
の
運

営
の
件
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
の
会
議
の
中
で
「
就
学
指

導
の
面
か
ら
も
町
と
し
て
統

一
的
で
、
一
貫
し
た
指
導
が

重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
親
子
教
室
も
直
轄
管
理
と

し
て
対
応
す
る
べ
き
で
あ

る
。」と
の
意
見
が
あ
り
、各

団
体
の
連
絡
調
整
な
ど
が
十

分
に
で
き
る
よ
う
に
と
の
指

導
と
受
け
止
め
、
「
今
後
、

運
営
方
法
や
方
針
な
ど
、
さ

ら
に
研
究
、
検
討
を
重
ね
て

い
く
。」と
、答
た
も
の
で
す
。

事
業
成
果
は
、
い
か
に
そ
の

子
に
と
っ
て
適
切
な
指
導
が

で
き
る
か
で
あ
り
、
現
在
委

託
事
業
と
し
て
運
営
し
て
い

ま
す
が
、
さ
ら
に
検
討
を
加

え
、
よ
り
成
果
が
上
が
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

【
教 

育 

長
】

親
子
教
室
の
指
導
の
中
で
、

特
に
就
学
指
導
に
関
わ
る
情

報
は
、
早
期
か
ら
の
就
学
相

談
と
い
う
意
味
か
ら
大
変
重

要
で
す
。
来
年
４
月
、
美
濃

加
茂
市
牧
野
に
県
立
可
茂
特

別
支
援
学
校
が
設
立
さ
れ
、

障
が
い
を
持
っ
た
児
童
生
徒

の
就
学
に
つ
い
て
大
き
く
幅

が
広
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

就
学
相
談
に
お
い
て
最
も
重

要
な
こ
と
は
、
「
子
供
に
適

し
た
、
望
ま
し
い
教
育
環
境

は
ど
こ
な
の
か
。
」
と
い
う

情
報
を
早
期
か
ら
保
護
者
に

伝
え
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ

り
、
そ
の
運
営
や
指
導
の
あ

り
方
が
、
よ
り
適
切
な
就
学

指
導
の
第
一
歩
で
す
。
公
民

館
内
に
親
子
教
室
を
位
置
づ

け
る
こ
と
は
、
保
護
者
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
う
え
で
、
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
と
思
い
ま
す
。
仮
移
転
で

す
が
、
よ
り
よ
い
指
導
が
で

き
る
よ
う
そ
の
実
際
を
参
観

し
な
が
ら
努
力
し
ま
す
。

問問

答答

公
民
館
内
移
転
は
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
。
学
校
設

立
で
就
学
の
幅
は
拡
大

答答

議
会
日
誌

議
会
日
誌

22
年
５
月
〜
７
月

【
５
月
】

９
日

13
日

16
日

21
日

24
日

25
日

27
日

・
青
少
年
育
成
町
民

会
議
総
会

・
可
茂
地
域
市
町
村

議
会
議
長
会

・
「
か
も
１
グ
ラ
ン

プ
リ
」
可
茂
地
域

活
性
化
委
員
会

・
可
茂
土
木
視
察
懇

談
会

・
可
茂
町
村
議
会
議

長
会

・
立
志
式

・
土
地
開
発
公
社
理

事
会

・
議
会
運
営
委
員
会

・
中
濃
地
域
農
業
共

済
事
務
組
合
議
会

・
中
濃
地
方
拠
点
都

市
地
域
整
備
推
進

協
議
会
総
会

・
可
茂
町
村
議
会
議

長
会

←
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
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一  般  質  問

【
渡
辺
芳
孝 

議
員
】

４
月
28
日
の
議
会
全
員
協

議
会
に
21
年
度
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
決
算
見
込

の
資
料
が
提
出
さ
れ
、
歳
入

合
計
11
億
４
４
１
４
万
１
千

円
、
歳
出
合
計
10
億
７
１
５

７
万
１
千
円
で
、
差
引
７
２

５
７
万
円
の
余
剰
金
が
出
た

と
報
告
さ
れ
た
。
歳
出
で
医

療
費
が
減
っ
た
こ
と
は
誠
に

喜
ば
し
い
が
、
町
民
の
生
活

が
大
変
厳
し
い
時
に
、
国
保

税
を
20
％
値
上
げ
し
て
お
い

て
、「
余
り
ま
し
た
。予
算
の

見
積
も
り
が
違
っ
た
。」
で

は
、
国
保
税
を
払
う
者
か
ら

町
政
に
対
し
、
非
常
に
厳
し

い
不
信
感
が
出
て
い
ま
す
。

町
は
、
余
剰
金
が
出
て
い

る
中
で
22
年
度
も
11
・
１
％

の
値
上
げ
を
し
、
さ
ら
に

23
・
24
年
度
も
11
・
１
％
の

値
上
げ
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

私
は
、
医
療
費
の
予
算
計

画
は
変
動
幅
が
あ
り
予
測
が

難
し
い
こ
と
は
理
解
し
ま
す

が
、
他
市
町
村
は
変
動
幅
を

考
慮
し
な
が
ら
社
会
情
勢
、

住
民
生
活
を
考
え
、
住
民
に

急
激
な
負
担
を
さ
け
る
た
め
、

「
一
般
会
計
か
ら
の
基
準
外

繰
入
な
ど
で
」
住
民
の
生
活

を
守
る
こ
と
を
優
先
し
た
行

政
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

考
え
る
と
、
本
町
の
４
年
間

で
53
・
４
％
の
値
上
げ
提
案

は
無
理
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、

①　

21
年
度
余
剰
金
は
、
国

保
の
基
金
と
す
る
。

②　

23
・
24
年
度
の
各
11
・

１
％
の
値
上
げ
計
画
を
撤

回
す
る
意
思
は
有
り
ま
せ

ん
か
。

③　

20
年
度
の
歳
入
決
算
額

は
10
億
８
５
４
０
万
３
千

円
だ
が
、
広
報
か
わ
べ
５

月
号
で
は
歳
入
合
計
が
10

億
４
７
６
７
万
１
千
円
と

記
載
さ
れ
基
準
外
繰
入
金

３
７
７
３
万
２
千
円
が
削

除
さ
れ
て
い
る
。
議
会
で

承
認
済
の
額
と
相
違
し
て

い
る
理
由
は
。

　
　

ま
た
、
決
算
見
通
し
で

は
、
21
年
度
歳
入
額
は
11

億
４
４
１
４
万
１
千
円
と

報
告
さ
れ
た
が
、
広
報
５

月
号
で
は
10
億
４
６
２
４

万
５
千
円
と
記
載
さ
れ
、

９
７
８
９
万
６
千
円
の
差

が
あ
る
理
由
は
。

④　

21
・
22
年
度
に
可
茂
地

域
で
国
保
税
の
値
上
げ
を

し
た
市
町
村
と
率
を
聞
き 

た
い
。

⑤　

20
年
度
の
滞
納
繰
越
額

が
４
５
０
０
万
円
あ
っ
て
、

今
後
も
滞
納
額
は
増
加
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
町

は
、
滞
納
額
分
の
医
療
費

の
支
払
い
を
ど
の
よ
う
に

処
置
さ
れ
た
の
か
。

【
町
　
長
】

５
月
末
日
を
も
っ
て
出
納

閉
鎖
し
た
と
こ
ろ
、
最
終
的

に
は
７
４
１
５
万
２
千
円
の

剰
余
金
が
発
生
し
22
年
度
へ

繰
り
越
し
ま
し
た
。

年
間
医
療
費
な
ど
の
見
積

り
は
、
一
定
の
基
準
に
基
づ

き
推
計
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

高
度
医
療
を
伴
う
重
病
患
者

の
急
増
急
減
な
ど
の
要
因
へ

の
対
応
は
非
常
に
困
難
で
、

今
回
の
よ
う
に
６
％
程
度
の

差
異
が
生
じ
る
こ
と
も
や
む

を
得
な
い
と
考
え
ま
す
。

な
お
、
剰
余
金
７
４
１
５

万
円
の
う
ち
７
２
９
０
万
円

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字

補
填
の
た
め
の
基
準
外
繰
入

金
で
あ
り
、
そ
れ
が
余
っ
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
21
年
度
決
算
に
伴
う
国

庫
負
担
金
の
国
へ
の
償
還
金

約
３
０
０
０
万
円
、
そ
れ
ら

を
除
く
と
実
質
的
な
単
年
度

収
支
は
依
然
と
し
て
赤
字
と

な
る
見
込
み
で
す
。

①　

本
来
な
ら
ば
、
一
般
会

計
か
ら
基
準
外
繰
入
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
余
剰
金

が
発
生
す
れ
ば
一
般
会
計

へ
返
還
す
べ
き
も
の
で
す

が
、
今
後
も
厳
し
い
財
政

運
営
が
続
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
、
し
た

が
っ
て
、
こ
の
ま
ま
国
保

会
計
で
繰
越
金
と
し
て
留

保
し
、
今
年
度
の
前
半
６

ヶ
月
程
度
の
医
療
費
な
ど

の
動
向
を
財
政
見
通
し
に

反
映
さ
せ
た
上
で
、
一
定

の
結
論
を
出
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
基
金
へ
の

積
立
て
も
選
択
肢
の
一
つ

で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

実
態
公
表
と
保
険
税

の
見
直
し
に
つ
い
て

問問

今
年
度
の
財
政
見
通

し
を
策
定
し
た
段
階

で
、
考
え
る

答答

28
日

30
日

31
日

【
６
月
】

４
日

６
日

８
日

11
日

12
日
〜
13
日

16
日

26
日

27
日

・
総
務
委
員
会
協
議

会
・
町
消
防
操
法
大
会

・
可
茂
町
村
議
会
議

長
会

・
議
会
第
２
回
定
例

会
（
初
日
）

・
加
茂
郡
体
育
大
会

・
加
茂
郡
消
防
操
法

大
会
出
場
チ
ー
ム

激
励

・
議
会
第
２
回
定
例

会
（
最
終
日
）

・
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
大
会

・
川
辺
町
議
会
、
美

濃
加
茂
市
議
会

（
行
財
政
改
革
推

進
特
別
委
員
会
）

合
同
研
修
会

・
県
身
障
者
福
祉
協

会
加
茂
支
部
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
・
郡
消
防
操
法
大
会

←
次
ペ
ー
ジ
に
続
く
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一  般  質  問

②　

昨
年
の
財
政
見
通
し
の

折
り
に
、
22
年
度
か
ら
の

３
年
間
で
単
年
度
収
支
の

赤
字
を
解
消
す
べ
く
計
画

を
立
て
、
22
年
度
は
、
そ

の
３
分
の
１
相
当
の
11
・

１
％
の
税
率
引
上
げ
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
　

今
年
度
の
医
療
費
の
動

向
や
７
月
の
保
険
税
本
算

定
賦
課
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
単
年
度
赤
字
が
概
ね

解
消
さ
れ
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
、
医
療
費
の
急
増
な

ど
の
不
測
の
事
態
に
対
し

て
は
今
回
の
余
剰
金
の
活

用
で
財
源
確
保
が
で
き
れ

ば
、
税
率
改
正
の
必
要
性

が
解
消
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
得
ま
す
。
今
年
度
の
財

政
見
通
し
を
策
定
し
た
段

階
で
、
議
論
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
住
民
課
長
】

③　

広
報
か
わ
べ
５
月
号
で

は
、
国
保
の
財
政
状
況
が

い
か
に
厳
し
い
状
態
に
な

っ
て
い
る
の
か
を
町
民
の

皆
様
に
理
解
い
た
だ
く
た

め
、
一
般
会
計
か
ら
の
基

準
外
繰
入
金
が
な
か
っ
た

場
合
、
ま
た
、
基
金
を
全

額
取
り
崩
し
て
も
な
お
３

４
６
１
万
２
千
円
の
赤
字

と
な
っ
て
い
る
結
果
を
、

表
現
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。21
年
度
も
同
様
に
、

基
準
外
繰
り
入
れ
が
な
い

も
の
と
し
、
国
か
ら
受
け

入
れ
た
療
養
給
付
費
負
担

金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
、

そ
の
額
を
差
し
引
い
て
表

現
し
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

④　

21
年
度
は
本
町
を
除
け

ば
美
濃
加
茂
市
が
７
％
の

引
き
上
げ
を
行
い
ま
し

た
。
22
年
度
に
引
き
上
げ

を
実
施
す
る
市
町
村
は
、

可
児
市
の
13
・
01
％
、
八

百
津
町
の
10
％
と
白
川
町

の
５
・
３
％
の
３
市
町
で

す
。
美
濃
加
茂
市
は
本
算

定
後
に
改
訂
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

⑤　

医
療
給
付
費
な
ど
の
財

源
は
、
国
や
県
か
ら
の
補

助
金
・
交
付
金
な
ど
と
保

険
税
で
す
。
医
療
費
の
支

払
い
に
充
て
る
為
の
保
険

税
が
収
入
さ
れ
な
い
場

合
、
基
金
か
ら
の
繰
入
、

あ
る
い
は
一
般
会
計
か
ら

の
基
準
外
繰
入
で
対
応
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
に
お
い
て
も
健
全
な
国

保
財
政
運
営
の
た
め
収
納

率
の
向
上
に
努
力
し
ま
す
。

【
牧
田
富
朗 

議
員
】

23
年
４
月
開
校
予
定
の
岐

阜
県
立
可
茂
特
別
支
援
学
校

は
、
美
濃
加
茂
市
に
新
築
中

で
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
や
保
護
者
に
と
っ
て
、

個
に
応
じ
た
質
の
高
い
支
援

教
育
が
さ
れ
る
こ
と
は
誠
に

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、

①　

新
設
の
特
別
支
援
学
校

の
概
要
は
。

②　

本
町
の
就
学
指
導
委
員

会
の
判
定
と
保
護
者
の
考

え
に
ズ
レ
が
生
じ
た
場
合

の
対
応
は
。

③　

加
茂
地
区
の
各
市
町
村

の
地
元
負
担
は
あ
る
の
か
。

【
教 

育 

長
】

①　

可
茂
特
別
支
援
学
校
で

は
、
自
ら
自
立
し
社
会
参

加
で
き
る
よ
う
、
障
が
い

の
状
態
や
発
達
段
階
に
応

じ
た
教
育
内
容
・
指
導
方

法
に
よ
り
、
き
め
細
か
な

指
導
・
援
助
を
行
い
ま

す
。
義
務
教
育
に
対
応
し

て
小
学
部
50
人
程
度
、
中

学
部
40
人
程
度
を
、
ま

た
、
生
活
自
立
・
社
会
自

立
・
職
業
自
立
を
目
指
し

て
高
等
部
は
90
人
程
度
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　

障
が
い
に
つ
い
て
は
、

知
的
障
が
い
、
肢
体
不
自

由
、
病
弱
、
重
複
障
が
い

の
児
童
生
徒
を
対
象
と

し
、
一
人
一
人
の
障
が
い

や
病
気
の
状
態
に
合
わ
せ

た
教
育
課
程
を
編
成
し
、

個
別
の
指
導
計
画
に
基
づ

い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
障
が
い
の
た
め

通
学
し
て
教
育
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
な
児
童
生
徒

に
対
し
、
教
員
が
家
庭
や

新
設
の
可
茂
特
別
支

援
学
校
に
つ
い
て

問問

健
全
な
国
保
財
政

運
営
に
努
力
す
る

答答

自
ら
自
立
し
社
会
参
加
で

き
る
よ
う
、
き
め
細
か
な

指
導
・
援
助
を
行
う

答答

29
日

【
７
月
】

12
日

16
日

20
日

28
日

29
日

30
日

・
名
濃
バ
イ
パ
ス
建

設
促
進
期
成
同
盟

会
・
東
海
環
状
自
動
車

道
中
東
濃
地
域
建

設
促
進
協
議
会
総

会
・
生
活
安
全
推
進
協

議
会

・
学
校
給
食
運
営
委

員
会

・
議
会
全
員
協
議
会

・
議
会
報
編
集
委
員
会

・
定
住
自
立
圏
構
想

議
員
研
修
会

・
議
会
報
編
集
委
員
会

・
木
曽
川
右
岸
流
域

上
水
事
業
促
進
協

議
会

・
可
茂
町
村
議
会
議

員
講
演
会

・
国
道
４
１
８
号
線

期
成
同
盟
会
総
会

・
可
茂
広
域
行
政
一

部
事
務
組
合
議
会

・
四
線
促
進
期
成
同

盟
会
総
会
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完成予想図完成予想図

病
院
な
ど
を
訪
問
し
て
指

導
を
行
う
訪
問
教
育
を
準

備
し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
た
ん
の
吸
引
、

経
管
栄
養
、
導
尿
な
ど
の

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
の
あ

る
児
童
生
徒
の
た
め
に
、

看
護
師
を
配
置
し
、
主
治

医
・
指
導
医
の
指
示
書
に

基
づ
い
て
医
療
的
ケ
ア
も

行
い
ま
す
。

　
　

在
籍
す
る
児
童
生
徒
の

学
区
は
可
茂
地
区
を
基
本

と
し
、
通
学
方
法
と
し
て

ス
ク
ー
ル
バ
ス
３
台
を
配

備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

②　

就
学
指
導
委
員
会
の
判

定
と
保
護
者
の
考
え
に
ズ

レ
が
生
じ
た
場
合
、
判
定

対
象
と
な
っ
た
児
童
生
徒

に
と
っ
て
望
ま
し
い
学
習

環
境
・
生
活
環
境
が
実
現

で
き
る
よ
う
、
保
護
者
に

根
気
よ
く
働
き
か
け
ま

す
。
保
護
者
の
理
解
の
も

と
で
判
定
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
４
月
か

ら
保
護
者
と
の
懇
談
に
努

め
て
い
ま
す
。

③　

美
濃
加
茂
市
給
食
セ
ン

タ
ー
か
ら
可
茂
特
別
支
援

学
校
に
給
食
を
運
搬
す
る

給
食
配
膳
車
の
購
入
費

が
、
可
茂
地
区
各
市
町
村

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
牧
田
富
朗 

議
員
】

今
、
不
登
校
の
子
ど
も
達

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
可
茂
特
別
支
援
学
校

の
計
画
に
、
不
登
校
の
子
ど

も
に
つ
い
て
の
指
導
は
無
い

の
か
。
特
別
支
援
学
校
で
指

導
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
教 

育 

長
】

現
在
で
は
、
不
登
校
の
児

童
生
徒
が
知
的
障
が
い
・
情

緒
障
が
い
、
ま
た
は
、
肢
体

不
自
由
な
ど
、
そ
う
し
た
診

断
が
下
さ
れ
て
い
る
場
合
は

就
学
指
導
委
員
会
に
か
け
判

定
を
委
ね
ま
す
が
、
そ
う
で

な
い
不
登
校
の
児
童
生
徒
に

つ
い
て
は
、
学
校
の
相
談
室

登
校
と
か
保
健
室
登
校
、
あ

す
な
ろ
教
室
へ
の
通
級
な
ど

で
対
応
し
ま
す
。

【
牧
田
富
朗 

議
員
】

美
濃
加
茂
市
と
加
茂
郡
７

ケ
町
村
の
合
併
に
つ
い
て

は
、
合
併
協
定
44
項
目
が
す

べ
て
合
意
さ
れ
た
が
、
美
濃

加
茂
市
の
「
市
民
意
向
調

査
」
に
よ
り
、
合
併
は
破
綻

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
加

茂
郡
町
村
合
併
等
研
究
会
」

や
美
濃
加
茂
市
商
工
会
議
所

か
ら
の
合
併
協
議
会
設
置
請

求
も
進
展
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

次
に
出
さ
れ
た
の
が
、「
定

住
自
立
圏
構
想
」
で
す
。
こ

れ
は
人
口
減
少
が
進
む
中
で

の
生
き
残
り
策
で
す
。

美
濃
加
茂
市
と
本
町
は
、

す
で
に
一
部
事
務
組
合
に
よ

り
か
な
り
連
携
が
進
ん
で
い

ま
す
。
美
濃
加
茂
バ
イ
パ
ス

の
完
成
に
よ
り
地
域
的
に
親

密
度
は
濃
く
な
り
、こ
の
際
、

一
層
の
こ
と
合
併
も
視
野
に

合
併
検
討
研
究
会
を
立
ち
上

げ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

少
子
高
齢
化
と
財
源
不
足

か
ら
、
人
件
費
の
削
減
、
社

会
保
障
関
係
費
の
増
大
、
役

所
事
務
の
能
率
と
広
域
人
事

か
ら
も
、
合
併
を
推
進
し
、

発
展
す
れ
ば
２
段
階
合
併
、

最
終
的
は
可
茂
地
域
は
１
本

に
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。18

年
１
月
10
日
に
、新「
美

濃
加
茂
市
」
が
誕
生
予
定
で

し
た
。
あ
れ
か
ら
４
年
が
経

過
し
ま
し
た
。「
財
布
は
ひ
と

つ
」、再
び
合
併
議
論
を
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

【
町
　
長
】

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
あ

る
い
は
行
政
の
効
率
化
を
進

め
る
た
め
に
は
市
町
村
合
併

と
い
う
選
択
は
、
非
常
に
重

要
な
問
題
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
こ

の
問
題
は
関
係
市
町
村
の
住

民
、
議
員
、
首
長
、
職
員
ら

多
く
の
者
が
意
識
を
同
じ
く

し
て
検
討
を
行
わ
な
け
れ
ば

前
へ
進
む
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
合
併

問
題
を
検
討
す
る
し
な
い
の

前
に
、
市
民
を
中
心
と
し
た

機
運
の
盛
り
上
が
り
が
非
常

に
重
要
で
あ
り
、
前
提
条
件

と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ま

ず
今
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め

る
よ
う
、
ま
た
、
美
濃
加
茂

市
民
に
と
っ
て
川
辺
町
が
よ

り
身
近
で
、
よ
り
魅
力
あ
る

地
域
と
す
る
べ
く
、
定
住
自

立
圏
構
想
と
い
う
ス
キ
ー
ム

に
従
い
、
市
と
町
が
役
割
を

分
担
し
、
お
互
い
良
き
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
共
同
事
業
、

あ
る
い
は
新
た
な
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
当
面

の
目
標
と
考
え
て
お
り
、
ま

ず
は
定
住
自
立
圏
事
業
を
手

始
め
と
し
て
市
民
と
町
民
、

相
互
の
交
流
が
一
層
深
ま
る

よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い

美
濃
加
茂
市
と
川

辺
町
の
合
併
推
進

に
つ
い
て

問問

ま
ず
は
定
住
自
立
圏

事
業
で
市
民
と
町
民
、

相
互
の
交
流
を

答答
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山
楠
公
園
へ
の
ア
ク

セ
ス
と
安
全
対
策

問問

人
事
異
動
と
そ
の

方
針

問問

組
織
の
活
性
化
、効

率
化
を
図
る
た
め

答答

県
に
粘
り
強
く
要
望

を
継
続
し
て
い
く

答答

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
長
尾  

諭 

議
員
】

４
月
１
日
付
け
人
事
異
動

に
よ
り
課
長
級
５
人
を
始
め
、

一
般
職
員
の
人
事
異
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
一
般
職
員
の

異
動
は
、
本
人
の
持
っ
て
い

る
潜
在
的
な
能
力
を
掘
り
起

こ
し
、
ま
た
、
実
務
と
経
験

を
積
み
重
ね
、
専
門
的
な
知

識
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
本
町
の
将
来
を
担
う
優

秀
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
、
今
後
も
ぜ
ひ
行
っ
て
い

た
だ
き
た
い
。　

し
か
し
、

課
長
級
の
場
合
は
、
せ
っ
か

く
身
に
つ
け
た
知
識
、
情

報
、
経
験
が
異
動
に
よ
っ

て
、
そ
の
能
力
を
発
揮
で
き

ず
、
業
務
執
行
が
足
踏
み
状

態
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
プ

ラ
ス
の
効
果
よ
り
マ
イ
ナ
ス

の
影
響
の
方
が
大
き
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。

課
長
級
の
人
事
異
動
に
あ

た
り
現
場
の
声
は
吸
収
さ
れ

て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
独

断
専
行
で
行
わ
れ
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
過
去
に
行
わ
れ

た
人
事
異
動
が
ど
の
よ
う
に

に
評
価
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に

反
映
し
て
い
る
の
か
。

【
町
　
長
】

今
回
の
異
動
で
は
、
組
織

の
活
性
化
、
効
率
化
を
図
る

た
め
、
同
じ
部
署
に
８
年
以

上
在
籍
す
る
職
員
を
中
心

に
、
長
期
在
籍
者
及
び
異
動

意
向
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
、

課
長
職
を
含
め
20
名
を
越
え

る
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
美
濃
加
茂
市
と
の
定
住

自
立
圏
構
想
に
基
づ
く
人
事

交
流
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

課
長
級
職
員
の
異
動
に
つ

い
て
も
同
一
部
署
に
長
期
に

滞
在
す
れ
ば
、
一
般
的
に
は

独
創
性
や
新
鮮
さ
を
失
う
マ

ン
ネ
リ
ズ
ム
に
陥
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
異
動

に
よ
り
新
し
い
部
署
に
配
属

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
各
課

長
は
役
場
入
庁
か
ら
30
年
以

上
の
ベ
テ
ラ
ン
職
員
が
多
く
、

自
ら
所
属
す
る
部
署
以
外
の

各
課
業
務
に
つ
い
て
も
該
博

な
知
識
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
身
に
つ
け

た
知
識
、
情
報
、
経
験
が
発

揮
さ
れ
ず
業
務
が
停
滞
し
な

い
よ
う
、
課
長
補
佐
級
の
異

動
も
考
慮
し
、
組
織
の
継
続

性
、
一
貫
性
を
重
視
し
て
人

事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
人
事
担
当
職
員
や

担
当
課
長
と
も
綿
密
な
協
議

を
重
ね
、
過
去
の
業
績
を
も

検
証
し
な
が
ら
、
い
や
し
く

も
独
断
専
行
、
偏
向
偏
見
に

傾
か
ぬ
よ
う
戒
め
て
い
ま
す
。

【
長
尾  

諭 

議
員
】

山
楠
公
園
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
共
に
芝
生
広
場
と
遊
具

施
設
も
整
備
さ
れ
、
親
子
連

れ
の
和
や
か
な
姿
や
ス
ポ
ー

ツ
と
娯
楽
を
介
し
て
交
流
を

高
め
る
な
ど
、
利
用
者
も
多

く
な
り
ま
し
た
が
、
公
園
入

り
口
ま
で
の
国
道
４
１
８
号

線
の
一
部
が
急
カ
ー
ブ
の
た

め
見
通
し
が
悪
く
、
自
転
車

を
利
用
す
る
小
中
学
生
そ
れ

に
子
ど
も
や
お
年
寄
り
に
と

っ
て
、
と
て
も
危
険
な
カ
ー

ブ
で
す
。
美
濃
加
茂
バ
イ
パ

ス
が
開
通
し
、
通
行
車
両
は

減
っ
た
も
の
の
逆
に
ス
ピ
ー

ド
を
増
し
て
走
る
車
輌
が
増

え
た
の
も
確
か
で
す
。

安
全
対
策
と
し
て
、
例
え

ば
カ
ー
ブ
外
側
の
法
面
を
利

用
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。
国
道
で
も
あ
り
早
急
に

は
無
理
な
問
題
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
部
分
的
に
カ
ラ
ー

舗
装
を
す
る
か
、
ゼ
ブ
ラ
模

様
に
す
る
な
ど
は
車
両
に
徐

行
を
促
す
効
果
は
十
分
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。
安
全
対
策

を
今
一
度
点
検
す
る
時
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
公
園
管

理
者
と
し
て
対
策
は
。
ま
た
、

関
係
機
関
に
対
し
要
望
は
。

【
基
盤
整
備
課
長
】

国
道
４
１
８
号
は
山
楠
公

園
の
前
後
だ
け
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
さ
れ

る
方
々
に
は
危
険
で
あ
る
こ

と
は
十
分
認
識
し
て
い
ま

す
。
道
路
管
理
者
で
あ
る
可

茂
土
木
事
務
所
に
歩
道
の
設

置
を
要
望
し
て
い
ま
す
が
、

沿
道
に
家
屋
が
な
い
こ
と
や

通
学
路
で
な
い
こ
と
な
ど
、

優
先
順
位
か
ら
事
業
化
は
も

う
少
し
先
に
な
る
と
の
こ
と

で
す
。
ま
た
、
路
面
塗
装
に

つ
い
て
は
、
公
安
委
員
会
の

意
見
を
聞
い
て
、
安
全
対
策

を
今
後
検
討
す
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

今
後
も
、
県
当
局
に
粘
り

強
く
要
望
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、運
転
者
に
注
意
喚
起
を

促
す
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、

担
当
部
所
と
検
討
し
ま
す
。

編
集
後
記
は
、休
み
ま
す
。


